
第 9 回 いなべＦＭ番組審議会 議事録 

 

 

 

１．開催年月日     平成 27年 12月 16日（水）19時 00分～ 

 

２．開催場所      ザ・グランドティアラ千寿 

            

３．出席者       委員総数 8名 出席委員数 4名  

  

       出席委員 

    石原正敬 水谷治喜  

  日紫喜淳 末松則子      

    

  欠席委員 

   石垣英一 牧野秀紀 佐藤正文 種村道夫 

 

事務局  

 会長 弓矢孝己  

局長 多湖克典 

顧問 川島修 種村茂高 

   中林謙太  

 

 

４．審議事項 

１ 新番組について 

２ 審議用サンプル番組について 

３ 各番組メール集計について 

４ その他 

 

 

５．議事の経過の概要及び結果 

  事項１ 新番組について 

＜事務局より＞       

①  1月より、「SKE48のラジオのじかんやに！」を制作予定。 

放送時間 土曜日 17：00～17：30        



再放送  金曜日 24：00～25：00  

再放送は SKE48のファン層の方に聴いていただけるだろうと思われる時間帯に設

定してみた。 

 

② １月より、毎日 6時台～18時台の毎時 55分から 4分間 

いなべ市内の情報を放送するようにした。 

いなべ市内の情報をいつ放送しているかわからないという意見が多かったため、

55分に聴けば必ずいなべ市内の情報が流れていると PRしていきたいと思ってい

ます。 

 

＜委員より＞ 

② について、毎時同じ情報なのか、違うのか？ 

（基本的に毎時違う情報を一週間放送する予定です。期間指定等条件がある場合は

この限りではありません。） 

 

② について、どのような情報か？ 

（市政情報・警察・防災・イベント等、いなべ市役所広報秘書課等より情報提供を

していただきながら放送していきます。） 

 

① について、再放送の時間が 1時間だが同じことを 2回するのか？ 

（再放送では、本放送と同じものを 30分間放送した後に、収録時に録音したオフ

ショット、SKE48の楽曲を放送します。） 

 

      

 事項２ 審議用サンプル番組について 

  今回はサンプル番組として、山へ行こう、おやじになったらいい加減（ゲスト/ 

いなべ総合学園高校硬式野球部監督）の 2番組を事前にお配りした。 

       

＜委員より＞ 

  山へ行こう 

  ・山の情報がラジオ番組になるとは思わなかった。 

  ・いなべ市も山を売りにしているようなのでタイムリーな番組だと思う。 

 

  おやじになったらいい加減 

  ・興味深く聴かせていただいた、普段、なかなか本音を聞くことができないが、 

よく突っ込んだ質問をしていて良かった。 



  ・春の甲子園出場が決まる前、夏の県大会決勝で劇的な負け方をした後なので聴 

きごたえがあった。 

  ・いなべ総合学園高校硬式野球部監督に出ていただいた番組は評判が良かった。 

 

  ・いなべ総合学園高校の番組（サタデーいなベーション内いなべ総合学園高校制

作）も上達してきた。以前は放送部がなかったが、今では放送部ができ、いな

べ FMとしても協力してやっていきたいと思っている。（事務局） 

 

・いなべ市の市政と連動した番組が大事。政治的にならず一般市民目線でいなべ

市をどうやって盛り上げていくかということが番組として重要なことかと思

う。 

 地元の高校を取り上げていくというのは、これまで委員の皆さんからご指摘い

ただいたことを番組としてやっていくことについてはいいのではないかと思

う。そのあたりを制作の方で考えて目的意識を持ち何のための番組をやってい

くのか番組編成をどうやっていくかを考えていくと毎年いろいろなことをや

っていく指針のようなものがそこから出てくると思う。1年が過ぎ 2年目に入

り 3年目にむかっていくにあたり、放送局として質を問われたときに、その辺

りは考えておかないと何のためにやっているのかと、元の方にもどってしまう。

そういう意味では非常に参考になったのではないかと感じている。 

 

       

事項３ 各番組メール集計について 

 ＜事務局より＞ 

・10月 1日～12月 13日までのメール数を集計した。 

・全体的に変化はなし。 

・いつもメールをいただいたリスナーの方からスポンサーとして契約 

いただくケースも出てきた。（いつも仕事場でラジオを聴いているよ 

 う。） 

  

事項４ その他 

  ・なし       

    

  以上 


